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県の取組み
（令和6 15年）
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Hyogo Prefecture

河川下⽔道対策

東条川（丹波篠山市今田町本荘）兵庫県

※令和5年度事業評価 加古川⽔系中流圏域

完成区間

① 本荘中橋下流 ② 1号井堰上流左岸

残事業区間

③ 1号井堰上流 ④ 月江橋下流

：実施・計画⼯程表

事業箇所

※令和5年度事業評価 加古川⽔系中流圏域

上流域ブロック（築堤・護岸他）

河 川対策
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Hyogo Prefecture

緯度橋

津万橋

畑谷川

福
地
川

中郷橋

日本へそ公園

日本へそ公園駅

比延駅
西脇病院

①

②

③

④

事業区間
西脇工区 延長3.1km

比延谷川

昭和58年
洪水対応

平成16年
台風第23号対応

加
古
川

出典：地理院地図

鹿野大橋

①中郷橋上流 ②緯度橋上流右岸

凡 例

：H16.10台風23号の浸水範囲

：H23.09台風12号の浸水範囲

凡 例
：H30（2018）以前
：R１（2019）～R5（2023）
：R6（2024）以降
：河川整備計画において
計画的に整備を進める区間

加古川（西脇市）兵庫県 完成区間

残事業区間

⼯程表 ：実施・計画

※令和5年度事業評価 加古川⽔系加古川中流圏域( )

③鹿野大橋上流左岸 ④緯度橋上流左岸

中流域
ブロック

事業箇所

中流域ブロック（河床掘削他）

河 川対策

R15R14R13R12R11R10R9R8R7R6種別

掘削
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Hyogo Prefecture

水田川（加古川市）兵庫県

⼯程表 ：実施・計画

完成区間

②潰目池9号橋

④山陽電鉄交差部③山陽電鉄交差部

横断図

護岸完成区間

残事業区間

① 水田橋

凡 例

：R2～R6

：河川整備計画において
計画的に整備を進める区間

：R1以前

：R7以降

：道路

：旧河川

：鉄道

下流域ブロック

事業箇所

下流域ブロック（河床掘削他）

河 川対策
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Hyogo Prefecture

①ため池

②田んぼダム

④森林の整備及び保全

兵庫県

○洪水吐や取水施設を活用した取り組みを令和5年度

までに１６９箇所で実施している。

○今後も施設管理者と協議し、洪水吐や取水施設を活用した

取り組みを継続していく。

○田んぼダムの取り組みとして、令和５年度までに

2,890haの水田を対象にせき板の配布を完了し

ている。
○さらに取り組みの普及啓発を行い、地域の安全度を高め

る取り組みを継続していく。

○ため池管理マニュアルや解説動画を作成し、毎年更新していく。○ため池管理者にため池の保全の必要性や流出抑制効

果などについて、十分な周知を図り、ため池の治水

活用への取り組みを推進している。

○ため池の保全に関する様々な情報提供を行うため
「ひょうごため池だより」を定期的に発刊していく。

※ため池管理者への助成制度 ⽔利施設管理強化事業（特別型）

○森林管理により、土砂流出の抑制や斜面崩壊防止の

抑制を図り、森林の保水機能の保全を行っている。

○森林を「県民総参加」で守り、育て、活かし、広げる取組として

「新ひょうごの森づくり・第3期対策（令和４年度～13年度）」

を進めていく。

ため池管理マニュアル ひょうごため池だより

ため池管理マニュアル解説動画

③校庭貯留、雨水貯留タンクなど

○令和5年度までに県立高等学校で排水路、オリ

フィス桝など校庭貯留の整備を行った。

○今後も、学校、都市公園などの施設で貯留施設を整備し、

雨水の流出抑制効果を高める取り組みを継続していく。

○森林の防災面での強化を図るため「災害に強い森づくり

（第4期対策：令和3～7年度まで）」を進めていく。

流域対策
今後の取り組みこれまでの取り組み

・出水期のうち少なくとも1 ヶ月以上を定めて、
ため池の水位を常時下げておくため池管理者の取
組に対し、施設の操作・点検等を円滑に実施する
ための費用を国、県並びに市町が支援する事業

○県立都市公園や総合庁舎では、雨水タンクの設置

などの雨水貯留の整備を行った。
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Hyogo Prefecture

①浸水想定区域図、ハザードマップ

②防災リーダーの育成

④フェニックス共済の加入促進

兵庫県

○県が管理する全ての河川について、想定し得る最大規模の降雨

〔想定最大規模降雨〕による洪水浸水想定区域図等を作成してい

る。

○CGハザードマップでは、それら洪水浸水想定区域図や、災害時

のリアルタイム情報、過去の災害情報などの防災学習情報を１つ

に集約し、防災ポータルサイトとして公表している。

○引き続き、CGハザードマップを用いて、各種浸水想定区域

や河川水位等のリアルタイム情報、河川のライブ映像、防

災学習等の情報を発信していく。

○フェニックス共済とは、被災後の住宅及び家電の再建を支援す

る共済制度であり、フェニックス共済の加入促進に努めている。

洪水浸水想定区域（加古川中流圏域） CGハザードマップ

③マイ避難カードの普及啓発

○マイ避難カードの作成について、作成の手引きを記載

したパンフレットやYouTube動画を公開している。

○引き続き、ひょうご防災リーダーの育成講座や自主防災力パ

ワーアップ講座、マイ避難カードの普及啓発を行っていく。

○地域防災の担い手となるリーダーの育成として、

「ひょうご防災リーダー養成講座」や、災害時の避難行動

や避難所での対応を体験する「自主防災力パワーアップ

講座」を実施している。

○引き続き、フェニックス共済の加入促進に向けて、出前受付

や普及啓発などを行っていく。

兵庫県防災ムービー

（マイ避難カードをつくろう！）

ひょうご防災リーダー養成講座 フェニックス共済

減災対策
今後の取り組みこれまでの取り組み

※マイ避難カード

災害時にどのように避難するかを、事

前にカードに書き記しておき、いざ

という時の避難行動に役立てる。
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Hyogo Prefecture

○総合治水推進週間（毎年5月15日～21日）に合わせ、懸垂幕を掲示。

兵庫県

普及啓発

※ 総合治水推進週間とは、日本で総

合治水対策の意義・重要性に対する

流域住民の理解と協力を求める働き

かけを全国的に展開することにより、

総合治水対策の推進を図るための週

間。

○パンフレットの作成（本協議会で提示）

・加古川流域圏 総合治水推進計画の概要をわかりやすくまとめたパ

ンフレットを作成し、住民に加古川流域圏での総合治水の取り組み

を理解してもらい、取り組みの推進を図る。

作成中のパンフレット

（表紙）

作成中のパンフレット

（裏面）

○広報誌の作成（県民だより６月号（R6））

・梅雨の時期に合わせて、風水害に備え

を呼びかけ、総合治水の普及啓発を

行っている。

県民だより6月号（R6）

・ハザードマップや気象情報の収集、待避所の確認等の水害への備えを呼

びかけ、減災対策に関する普及啓発を行っている。

ドセキリュウ・ゴーウ・防衛隊 兵庫県最大の激闘

（特撮怪獣映画をイメージ）

総合治水への参画の呼びかけ

【 防災の日に合わせたポスター 】

【 県民だより6月号（R6）】
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Hyogo Prefecture

他流域の事例について
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Hyogo Prefecture

ながす(二)水尾川の河川下水道対策 ～下水道事業と連携した整備～

＜水尾川の取組概要＞
○ 姫路市街地で人家等が連担しており河道拡幅が困難であるため、県道下に捷水路を整備予定
○ 河川事業（県）と下水道事業（市）の共同事業として実施し、効率的に浸水被害を軽減
○ R6年3月に特定都市河川指定ロードマップを公表し、市との合意形成に向けて協議中

特定都市河川指定ロードマップ
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Hyogo Prefecture

■既存ダムの治水活用 ～河川管理者による施設改築

～

ためる

○県内の既存45ダム（利水ダムを含む）で利水者と連携し、合計約6,400万㎥ の治水活用容量を確保
○利水ダムの千苅ダム（神戸市）、名塩ダム（西宮市）では、河川管理者(県)が放流設備等の改築を行い治水活用を実施

： 1,124万m3

： H30 R4 年度
： 約28億円
： 7 9⽉の3ヶ⽉間、最⼤約100万m3を治⽔活⽤（試⾏中）
： 放流設備 ドロップ式ゲート1⾨ 他

： 80,600m3

： H30 R3 年度
： 約0.5億円
： 通年で、約37,000m3を治⽔活⽤
： 洪⽔吐改良、既存ゲート撤去

名 塩 ダ ム千 苅 ダ ム

■貯⽔容量
■事業期間
■事業費
■事業概要
■⼯事概要

■貯⽔容量
■事業期間
■事業費
■事業概要
■⼯事概要

副堰堤
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Hyogo Prefecture

■災害の自分事化の取組 そなえる

○「自分事と捉えることを促す」取組みとして、他部局と連携した防災学習の実施やイベントへの参画を推進

■防災教育教材の配布

■総合治水展（模型実験などの企画展）

■模型を活用した出前講座

イベント防災学習

■高等学校等と行う流域治水の模型製作（カリキュラム連携事業）

県⽴東播⼯業⾼校 県⽴農業⾼校

校庭貯留、駐⾞場貯留等 ⽥んぼダム、ため池貯留 砂防ダム

■西播磨フロンティア祭での企画展やパネル展示

学習指導案、説明資料、 、
映像教材等で構成

※カリキュラム連携事業：県内⾼校等の流域対策、減災対策の普及啓発事業等へ助成

模型実験による解説
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Hyogo Prefecture

そなえる

○バスへの車外広告掲載や公用車へのマグネットシート設置による広域的な公報により、
多くの人に兵庫県ＣＧハザードマップを認知・活用してもらうことで、災害時における県民の安全性の確保につなげる。

バス車外広告や公用車に設置するマグネットシートを用いた兵庫県CGハザードマップの
普及・啓発（検討中）

イメージ

■浸水による被害の軽減に関する学習

イメージ
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【 丹 波 市 】 ⾬ ⽔ 管 理 総 合 計 画
【概要】近年、地球温暖化などの影響による局地的大雨等の発生や、都市化

に伴い、雨水流出量が増加している状況であり、内水による浸水被害の解消及び
軽減を図るために、既存ストックを有効活用し、市内のあらゆる関係者との協働
により対策に取り組む観点から、「下水道による雨水管理計画」ではなく、自
助・共助・公助による具体的で実効性のある取組により浸水被害の軽減を図る
「総合治水」の考え方を取り入れた、丹波市独自の雨水管理総合計画を策定し、
公表しています。

ホームページには、「雨水管理総合計画（本編）…①」と、計画の内容を抜粋
し、イラストなどを使用して、内容を解りやすく、より多くの皆さまに活用して
頂けるよう補完的にまとめた「雨水管理総合計画の手引き…②」を掲載しており
ます。「手引き」では、総合治水の「ためる・そなえる・ながす」対策を基本に
考え、山林から河川までの範囲において、どのような取組ができるか、行政及び
市民・事業者におけるハード対策・ソフト対策の具体例を記載し、市、市民、事
業者や兵庫県などの関係機関、市内のあらゆる関係者との協働により、それぞれ
の立場から対策を総合的に取り組むことにより、市全域の基本方針としての「浸
水被害の解消もしくは軽減」を目指して事業展開していこうとしているものです。

【基本方針】浸水被害の「解消」もしくは「軽減」

【浸水対策の取組】「ためる」・「そなえる」・「ながす」

【計画期間】令和６年度～令和25度年（20年間）

①

②

 資料２
(丹波市)



⻄脇市の総合治⽔の取組

１ ⽔の学習会

２ モデル地区 ⿊⽥庄町福地の取組

３ 台⾵や豪⾬による⽔害の激甚化・頻発化にそなえる

 資料２
(西脇市)



1

津万地区 消防本部・消防団

堰板の設置⽅法の確認
（上 野）

津万地区（津万⼟地改良区）

台⾵に備えての取⽔ゲート操作

１ ⽔の学習会

総合治⽔の啓発

和⽥町

堰板・ゲートの操作確認

転倒ゲートの操作⽅法
（⻄脇区）

市街地の⽔の流れと
⽔防時の操作⽅法の確認

そなえる対策

そなえる対策



福地川

2

２ モデル地区 ⿊⽥庄町福地の取組
【被害の状況】 平成25年台⾵18号 住宅浸⽔35⼾（床上31⼾・床下4⼾）

加古川

効果的に組み合わせる

ながす対策
県：河川整備
市：下水道施備

ためる対策
（⽔⽥貯留、ため池貯留など）
そなえる対策
（地元によるタイムライン、樋⾨管理など）

【 総合治水 】

ながす対策
加古川の河床掘削(県） 福地川堤防嵩上げ(市） 福地⾬⽔ポンプ場 (市）

ためる対策

15㎥／分
2

ため池の事前放流
ためる対策

低下⽔位 H=0.7m
貯留容量 V=3,500㎥



3

⽔防訓練（事前点検） 避難訓練（避難所へ送迎） 操作訓練(⾃治会による操作） 事前ゲート操作（上流カット）

番号 施設名所 管理者 適  ⽤
⾨柳川取⽔⼯ 福地 動作点検 閉鎖 福地のみの⽤⽔か？
⾨柳川放流⼯（フラップ） ⽬視点検 ゴミ等が無いか状況の確認

② ⾨流川流域流⼊カット 岡 動作点検 閉鎖
①福地南樋⾨ 福地 動作点検 樋⾨閉鎖 詳細設計後 閉鎖⽔位の検討
②③④ﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰﾄ ⽬視点検 ゴミ等が無いか状況の確認
⑤福地北樋⾨ 福地 樋⾨閉鎖
 揚⽔ポンプ設置10㎥/分 福地 ポンプ運転 仮設配管準備
⑥津万井樋⾨ 津万井 樋⾨閉鎖
宮池 津万井・岡
福⾕池 岡

福地
政右ェ⾨池 福地
⽔⽥貯留（福地） 福地
⽔⽥貯留（岡） 岡
⽔⽥貯留（津万井） 津万井

a 津万井⽔路（ゲート） 岡 樋⾨操作
⑤ 福地川堤防嵩上げ 操作準備 福地川の逆流抑⽌対策含む
⑥ 福地川のﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰﾄ17箇所 福地 点検 ごみ等の確認
P 福地⾬⽔ポンプ場15㎥/分 道路天40㎝下（63.40）運転

消防団 消防団待機 パトロール実施

④

④
減⽔開始

減⽔
確認

完全貯留

⽤⽔利⽤
事前放流依頼

常時減⽔
常時減⽔可能
防⽕⽤⽔のみ活⽤

③
動作点検

2 3⽇前 当   ⽇

①

⼤
⾬
洪
⽔
警
報
発
令

消
防
団
待
機
⽔
 
上

⽥
⽔
位
計
 
2
.
9
ｍ

福
地
川
逆
流
時
樋
⾨
閉
鎖
︵

逆
流
発
⽣
︶

前  ⽇
●⿊⽥庄町福地地区のタイムライン

２ モデル地区 ⿊⽥庄町福地の取組
そなえる対策

そなえる対策

※ 原因究明から計画作りを地元と共に⾏い、新たな施設と既存施設を運⽤した「タイムライン」を作成。



防災・減災部⾨
「地域と⼀体となった浸⽔対策」

4

黒田庄町福地
（藤田副区長）

西脇市長
（片山象三）

国土交通大臣
（石井啓一）

にっしー

国⼟交通⼤⾂賞「循環のみち下⽔道賞」受賞
令和元年9⽉10⽇

２ モデル地区 ⿊⽥庄町福地の取組



⿊⽥庄町前坂
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加古川
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350 総⾬量 時間最⼤

平成30年
７月豪雨

昭和58年
台風10号

平成16年
台風23号

平成23年
台風12号

平成25年
台風18号

（ミリ）

207

5

355

1076
132

6 13

1662 317

113

48 34
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床上 床下

平成30年
７月豪雨

昭和58年
台風10号

平成16年
台風23号

平成23年
台風12号

平成25年
台風18号

（件）

総⾬量は、1.6倍 浸⽔⼾数は、97％減︕

【住宅等浸⽔■床上■床下被害】【■総⾬量と■時間最⼤降⾬】

30

331

23 34
13

1076

317

平成30年７⽉豪⾬では、⿊⽥庄町福地の上流域に位置する
⿊⽥庄町⽥⾼、⿊⽥庄町前坂で浸⽔被害が発⽣

住宅浸水１4戸（床上８戸 床下6戸）住宅浸水１戸（床上１戸）

⿊⽥庄町⽥⾼

３ 台⾵や豪⾬による⽔害の激甚化・頻発化にそなえる



令和４年度より流域単位での「⽔の学習会」を実施 step4

6

下⽔道事業で早期対策⼯事を実施 step3

氾濫解析を⾏い計画を策定 step2

地元と調整会を実施 （情報収集） step1

<<平成30年度から町単位で実施>>
➊ ⿊⽥庄地区（加古川東部） ➋ ⿊⽥庄地区（加古川⻄部）

地域総合治⽔対策
（ながす・ためる・そなえる）

地域における⾬⽔排⽔路整備の実施計画 と タイムラインを作成

⿊⽥庄東部三ヶ村合同
（喜多、前坂、⿊⽥）

⿊⽥庄⻄部井堰協議会
（船町、⽥⾼、⽯原、 ⻄澤、⼤伏）

令和６年５⽉18⽇
令和６年６⽉26⽇

流域合同で課題を共有

現在まで、延べ３４回を実施

３ 台⾵や豪⾬による⽔害の激甚化・頻発化にそなえる



7浸⽔範囲

前坂樋⾨ 浸⽔センサーで樋⾨操作準備

三か村合同のタイムライン

そなえる対策

３ 台⾵や豪⾬による⽔害の激甚化・頻発化にそなえる



8

⼿作り防災マップの作成

我が家の避難計画の作成⽀援の実施

お天気キャスターと作る︕
マイタイムライン作成講習会

共催︓兵庫県北播磨県⺠局加東⼟⽊事務所
⻄脇市

後援︓加古川中流部河川整備推進協議会
講師
気象キャスタ－流域治⽔アンバサダー
澤 ⿇美 気象予報⼠ 防災⼠

気象の専⾨家による近年のお天気講座とともに、
ハザードマップを使⽤して、参加者⼀⼈ひとりの
「マイ・タイムライン」を作成しました

⾼校⽣からお年寄りの⽅まで、市⺠42名が参加

わが家の防災計画の作成

そなえる対策 そなえる対策

３ 台⾵や豪⾬による⽔害の激甚化・頻発化にそなえる

R7.1.26(⽇）



 資料２
(小野市)



1

 資料２
(加東市)



2



  資料２
(加古川市)












